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英語の所有格の'sはcliticか?

野田 恵剛*

Is the English Possessive 's a Clitic?

Keigou Noda*

1.はじめに

英語の所有格(属格)の標識'Sは伝統的には接辞(affix),この場合は接尾辞(suffix)と考

えられている。例えばsweet 1952[1891]:51は'Sのついた名詞を"genitive case"と呼んでこの形

が格組織の一部であり,従っでSが屈折接辞に属することを暗示している。その他には次のよう

な呼び方がある。 Kruisinga 1950 [1911] ‥368 "suffix" , Jesp。rs。n 1969 [1933] ‥138 "s-ending" ,

ZandvoOrt 1962:91 "genitive-suffix 。最近ではpence & Emery 1963:214ぱ`The possessive case of

a singular or plura noun not ending in s is formed by adding an apostrophe and 5"と言って「接

辞」ないし「語尾」という用語を使っていないが, "possessivecase"と言っていることから'Sを

屈折接辞と見ていると考えられる。

これに対し,最近では'Sをcliticとみなすことが多い。例えばZwicky1977:7, Zwicky&Pul-

lum 1983:510, Klavans 1982:19, Klavans 1985:95など。この考えは単純なboy'sやchildren'Sに

対してthe queen of England's hatやthe woman I interviewed's argumentのように'Sが本来直接

つくべき主要語(名詞)につかず,しかも後者のような場合だと動詞についているような例(い

わゆる群属格)があることに基づいている。この小論ではどちらの考えが妥当であるか考察して

みたい。

2. cliticについて

形態論ではcliticは語と接辞の中間に位置するものとされ(cf.Bybee 1985:12),語や接辞が重

要な位置を占めるのに対しあまり重視されない。 cliticは自立性がなく他の語(要素)につくが,

このcliticのつく語をホストと呼ぶ。

Zwicky & Pullum 1983:510 (cf.Zwicky 1977)はcliticを単純なclitic (simple clitics)と特別な

clitic (special clitics)の2つに分けている。単純なcliticは文中の分布が対応の完全形と同じも
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ので例えば英語のs-is, 's-has,　e-haveなどの動詞,助動詞の縮約形がそうである。特別

なcliticは(1)対応の完全形を欠くもの, (2)対応の完全形とは分布が異なるものの2つがある。前

者はラテン語の`and'を表す-que,タガログ語のcliticな小辞などがあり,後者はロマンス語,ス

ラヴ語のcliticな代名詞がある。

3. cliticと接辞

cliticは自立性がなく他の語に依存するという点で接辞とよく似ている。そのため両者の区別

があいまいになりしばしば混同される。例えば中世ベルシア語のcliticな代名詞をBrunner

1977:97f.はpronominal suffixesと呼んでこれがcliticであることを明確にしていない。しかしな

がら両者の間には本質的な違いがあると考えられその違いを単なる用語の違いとしてすますこと

はできない。

接辞は屈折ないし派生(語形成)の手段としておそらくほとんど世界中の言語にある。接辞は

接頭辞(ww-happy, dis-like),接尾辞(friend-ly, understand-able),接中辞(まれ)のзつが区

別される。これに対しcliticは接辞ほど頻繁にあるとはいえないがそれでも広く分布している。

おそらくcliticの最もよく現れるタイプは代名詞であろう。 cliticも。n。litic (前接辞　　pro。Ii-

tic (後接辞), endOclitic (中接辞) (cf. Zwicky 1977:7f.の3つが区別される。ただしKlavans

1985:114f.はendocliticの存在を疑っている。

Zwicky & Pullum 1983:503f.はcliticと屈折接辞との違いとして次の6つを指摘している。以

下の説明ではcliticの例として　.-is,ha0 , 'Ae (-have)が使われている。

(A) 「cliticはホストに関して選択の度合いが低く,接辞は語幹に関して選択の度合いが高い。」

これはつまりcliticは事実上どんな範噂の語にもつきうるということである。

a. The person I was talkingtosgoingto be angry with me.

b. The ball you hits just broken my dining room window.

c. Any answer not entirely rights going to be marked as an error.

d. The drive home tonights been really easy.

この例ではそれぞれа前置詞, b動詞, c形容詞, d副詞をホストとしている。

これに対し,屈折接辞は特定の語幹につく,例えば複数接辞は名詞語幹のみに,過去接辞は動

詞語幹のみに,最上級接辞は形容詞および副詞の語幹につく。

(B)　「結合上の任意のすきまはcliticのついた語より接辞のついた語に特徴的である。」

ホスト+cliticの結合では任意のすきまはない。これに対しそのような任意のすきまが時々屈
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折のパラダイムでは起こる。例えば英語の動詞strideは過去分詞を欠く。
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(C)　「形態音韻論的特異性はcliticのついた語より接辞のついた語に特徴的である。」

これはすなわち'Sや'Veがついても予期せぬ音韻形が現れることはないということである。と

ころが屈折では形態音韻論的特異性は頻繁に起こり,不規則な語幹や接辞はめずらしくない。例

えばox/oxen, foot/feetでは複数形を単数形から規則的に導き出すことはできないし, sleep/

slept, think/thought, go/wentでも過去形を現在形から規則的に導くことはできない。 go/wentで

は語幹は語源的に全く無関係なものが一つのパラダイムになっている。

(D)　「意味的特異性はcliticのついた語より接辞のついた語に特徴的である。」

例えば'Sや'Veを含む語群は意味的特異性がないが,屈折では特異な意味を発達させることが

ある。例えばIastは語源的にはIateの最上級で,最上級の統語論をもつが,意味領域は特異で

ある。 (lastwordsは「最終の」 (fitaI)言葉であって, 「最もおそい」,もしくは「最近の」言葉

ではない。)

(E)　「統語規則は接辞のついた語には影響を与えることができるがcliticのついた語にはで

きない。」

例えば,英語ではSや'veと結びついた語を一つの単位と見なすような統語操作は存在しない。

実際これらのcliticは無限のホストと結びつきうるのでそのような操作は想像できない。しかし,

屈折した名詞,動詞,形容詞は統語操作では規則的に単位として扱われる。

(F)　「cliticはすでにcliticを含んでいるものにつくことができるが接辞はできない。」

例えば英語のcliticな助動詞はすでにcliticをふくんでいるものにつきうるが,屈折接辞はで

きない。例: I'd'vedoneitifyou'daskedme.

さらにKlavans 1985:117 (cf. Nida 1949:97)も大変重要な点を指摘している。すなわちclitic

と接辞の大きな違いは機能するレベルの違いにあるということ,すなわち,接辞が語のレベルで

働くのに対し, cliticは統語論(句)のレベルで働くということである(cliticizationisactualIy

affixation at the phrasal 1eVeI)。これは例えばcliticな代名詞を考えればすぐに分かる。

フランス語

a. Je ⅤOis le garCon.　「私はその少年を見る」

b. Je Ie vois.　　　　「私はかれを見る」

このフランス語の例ではаで目的語である名詞garConがbではcliticな代名詞leに変わってい
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る。しかLaの名詞もbの代名詞も機能的には同じと考えられるのでbで代名詞がcliticである

ということは偶然のことがらにすぎない。さらに英語にはないが,2) cliticが文の第2位を占め

るということがよくある。これはWackernageIの法則と呼ばれ多くの言語に見られる。この法

則によると例えばcliticな代名詞は文の第2位に移動する。しかし移動したからといって機能が

変化するわけではなく機能は本来の(cliticでない代名詞の)位置の時に持っていたもののまま

である。

そうするとZwicky&PullumのAのホストの選択性が低く色々な語(要素)をホストとする

ことができ,ホストとcliticの間に必然的な結びつきがないということも容易に理解できる。接

辞の場合には屈折接辞にしろ派生接辞にしろ語幹はある程度個々に指定され何でもつくというわ

けにはいかない。例えば,派生接辞の-nessは形容詞につくがどの形容詞でも自由につくという

のではないし,屈折接辞の-edもすべての動詞につくというわけではなく決まった動詞にしかつ

かない。つまり,語幹と接辞の間に結合の意味的必然性があるわけである。 cliticは本来自立し

た語として現れるべきものが自立性がないためにやむをえず他の語に依存しているのであるから

ホストとの間には何ら必然的な結びつきは想定されない。したがって, cliticはまさに語と接辞

の中間の位置をしめ,形態論的には接辞のように,意味的には自立語のようにふるまう。そこで

Klavans 1985:100の言うように, "Semantically, clitics are more word-like than affix-like"という

ことになる。語は意味内容が大きい内容語と意味内容の小さい機能語に分かれるがcliticはどち

らかといえば機能語に近い。またそれゆえにこそсliticizationが許されるのであろう。

4.英語の'S

それでは英語の'Sは接辞と見るべきかcliticと見るべきか考えてみよう。

まず'Sは[名詞(句)]'s十[名詞(句)]の形になっており, 'Sのついた名詞(句)は主語,目的

語といった文構成の主要要素とは違って文全体に関係するのではなく,語レベルで他の語との関

係を示す。上述のようにcliticは文のレベルで働き,接辞は語のレベルで働くと考えられるので

この'Sは接辞と見られる。

さらに'Sのついた名詞には意味的特異性がある。 (例はQuirk eta1. 1927:203から)

myaunt's　「おばさんの家」

theJOhnsOns'  「ジョンソンさんの家」

St Paul's (Cathedral)　「セントポール大寺院」

StJamess (palace)　「セントジェームズ宮」

thebarber'S　「散髪屋」

the butcher'S　「肉屋」

thegrocer'S　「乾物屋」

(4)
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the chemist's / the druggist's　「薬局」
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これはZwicky & Pullumの言うDの意味的特異性にあたる。この場合にはhouseとかshopとか

の名詞が省略されたものと考えられるがこのような省略が可能でしかも所有格だけで特定の場所

を表すことができるのばSが接辞である証拠であるといえよう。 cliticはホストとの結合によっ

て特定の意味を発達させることはできない。

'Sを接辞ではなくcliticと見る理由の一つはthe woman I interviewed's argumentのように語だ

けではなく句にもつきうるということであったo　しかし類似の現象は複数の語尾(接尾辞) -Sに

もあてはまる。たしかに複合語の複数では

hangers-on

editors in chief

men-of-war (くman-of-war)　(Pence & Emery 1963:208)

のように主たる名詞を複数にするのが普通だが,次のような例もある。

basketfuls

fellow-travellers

forgеLme-nots

Jack-in-the-pulpits

Johnny-jump-ups

touch一me-nots

go-betweens

good-for-nothings　　(Pence & Emery 1963:208 ; Zandvoort 1962:91)

ここでは複数接辞はSと全く平行的に複合語の末尾についてる。

5.結論

以上見たように形態統語論的な構成法,意味的特異性,複数接辞とのつきかたの平行性という

3つの証拠により, 'Sはcliticというよりも接辞の要素を多分に持っているので従来のごとく接

辞と見た方がよい。

注

1)むしろ「前接語」, 「後接語」などと呼んだ方がいいかも知れない。
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2) 「しかし」の意味のhoweVerがよく文中に挿入されるがこれは他の言語の第2位のcliticに近い。
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